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編 集 後 記
私事になるが，エッチング（銅版画）を趣味にして今年で15年になる。私の専門は建築史
で，歴史的建造物を研究対象にしている。そのため，エッチングで扱った作品の大半は建物
となる。6年前にはじめて自画像に挑戦した。
人物画は大変難しい。参考にしたアルブレヒトデューラー（1471～1528）の銅版画では，
髪の毛の絡み具合からそれこそ瞳の虹彩まで削り出している。線の細かさは引けを取ってい
ないと自負しているが，例えば目力のように作品を決定づける表現力には舌を巻くしかない。
自画像では自己満足の域を出ていないので，最近は身近な人にモデルをお願いしている。
銅板は12×18センチの大きさのものを使い，顔のみならず服装の表現に気を配る。スーツ，
セーター，ジャケット，ブラウスなど，まずどう描けば素材感が出せるのか。例えばセーター
の場合は，編み目を重視する。ニードル1本で銅板を削り，作品は黒インクのみで仕上げる。
シンプルな技法で様々な質感を出すために，制作中は試行錯誤を繰り返すこととなる。
顔については，年齢を重ねた人ほど彫りやすい。皺を拠り所にすればよいからだ。若い人
の場合は，目と口元が決め手となる。感覚としては，口角が0.1ミリ違えば顔の表情は変わっ
てくる。
衣類の素材，硬さ，柔らかさ，顔の表情，いずれも決め手は細部の表現となる。エッチン
グの場合は修正が利かないので，ときに緊張を強いられる。
論文の執筆も同じと思っている。明らかにしたい目的に対して，分析や資料収集の木目細
やかさが問われるのである。
今回は計7報を掲載することができた。内訳は建築系4報，服飾系2報，そしてプロデュー
ス系1報である。お忙しい中，ご投稿ならびに査読へのご協力を賜った先生方には，この場
を借りて御礼申し上げる。
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